
　オーストラリア探検の記録です。オーストラリア
の奥地に巨大な湖や肥沃な土地が拡がっているので
はないか，と想像されていた時代，バーク隊長の
率いる探検隊は，オーストラリア縦断を目指して，
1860年８月にメルボルンを出発しました。クーパー
ズ・クリーク（現在のニューサウスウェールズ州の
北西部）に中継キャンプ「デポ65」を築き，そこか
ら先は，隊長を含め４人を選抜して北上，翌年２月
10日，遂にカーペンタリア湾に達しました。南から
北への縦断に成功したわけですが，その帰路に悲劇
が訪れます。極度の疲労のため一行の行程は難渋を
極め，グレイ隊員が衰弱死します。残る３人がよう
やく「デポ65」に帰り着くと，キャンプは放棄され
ていました。留守部隊は引き揚げてしまったのでし
た。力尽きた３人は，自力で帰還できず，バークと
ウィルズ隊員は死亡，キング隊員のみが，原住民に
助けられて生き延び，数ヶ月後に救援隊によって発
見・救出されます。
　ノンフィクション作家ムーアヘッド氏は，詳細に
事実関係を調べ上げ，探検の全容を再構築していま
す。それも，無味乾燥な記録・報告書ではなく，当
時の一大事業に関わった人々が生き生きと描かれて
おり，読み応えがあります。著者は，探検が悲劇
に終わった理由を解説してみせたりはしませんが，
種々の要素が読みとれます。ヴィクトリア州探検委
員会が無理な計画を立てたこと，バーク隊長に探検
の経験や科学的素養が皆無だったこと，寄せ集めの
隊員がまとまりを欠いたこと，重病人が出たため留
守部隊が「デポ65」から撤収せざるを得なかったこ
と，などです。しかしながら，最大の要因は，オー
ストラリアの過酷な自然でした。
　その描写は，随所に登場します。「暑さは想像を
絶した。物陰でさえ55.5度にのぼり，直射日光の下
では70度近くにまで達した。」「熱のために木の箱の
ねじがとびだし，つの製のくしが小さく割れて薄片
になった。人びとの髪の毛は伸びなくなり，指の爪
はガラスのようにもろくなってすぐ割れた。」「日
記・・がもう書けなくなった。鉛筆をつまみあげる
と芯がとびだした」など，ほんの一例です。「砂漠
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はいっそう恐ろしい様
相を示して，進む者の
前に立ちはだかる。木
は葉の代わりにとげを
つけ，樹皮は紙をめく
るように剥げ，数少ない乾ききった灌木をのぞけ
ば，地上のありとあらゆる緑のものは，酷熱の太陽
によって打ち滅ぼされてしまった」これが，彼らの
立ち向かった” 恐るべき空白” だったのです。
　そのような過酷な冒険に人を駆り立てたのは何
だったのか，警察官として順調に経歴を重ねていた
バークが探検隊長に志願したのはなぜか。本書は，
資料の裏付けがない動機や情熱には触れていませ
んが，探検家や当時の人々の心象風景については，
オーストラリアのノーベル賞作家パトリック・ホワ
イトの作品「ヴォス」が参考になるでしょう。
　著者は，バークの探検を「失敗」とは言いません。
大陸縦断は成功したのであり，生還しなかったとは
いえ，その成果は，ウィルズが「デポ65」に埋めた
探検記録や生き残ったキングの証言などから明らか
にされたのですから。
　こうして，バークやそれに前後するスタート，ス
チュアートらの探検により，内陸湖の幻想は消滅し
ました。それにもかかわらず，内奥の苛烈な大地
に，いまや道路が通じ，人々が住み，利用していま
す。「デポ65」の近くにも集落があり，観光客も訪
れます。人間があらゆるものを利用し尽くそうとす
る貪欲さは，苛酷な自然に劣らないようです。探検
やその後に続く開拓者は破壊者でもあったのであ
り，「原住民はほとんど一人残らず」「大きな都市の
近郊から追いはらわれてしまい」「これと同様に，
オーストラリアの野生生物は追放され，絶滅した」
のでした。このような背景，経緯があって，ヨー
ロッパ人の本格的入植から２世紀足らずで大陸の大
部分が農用地と化し，いまのオーストラリアは世界
有数の農産物輸出国です。しかし，厳しい自然の影
響は免れず，小麦などの単収は先進国の中で目立っ
て低く生産量の変動が続いています。
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